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(57)【要約】
【課題】消費電力の低減のための低電力駆動制御部及び
これを備える有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】最初に入力される映像データを分析する映
像分析部と、前記入力映像データの分析に従って前記入
力映像の特性を抽出し、当該抽出された特性により、前
記入力映像データを低減させるスケーリング係数を求め
るスケーリング係数計算部と、各画素に対応する映像デ
ータのレベルを全体的に下げる強度リスケール部と、を
備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　最初に入力される映像データを分析する映像分析部と、
　前記入力映像データの分析に従って前記入力映像の特性を抽出し、当該抽出された特性
により、前記入力映像データを低減させるスケーリング係数を求めるスケーリング係数計
算部と、
　各画素に対応する映像データのレベルを全体的に下げる強度リスケール部と、
　を備えることを特徴とする低電力駆動制御部。
【請求項２】
　前記スケーリング係数計算部には、スケーリング係数計算時、スケール強度を決定する
パラメータ値が格納されたパラメータテーブルが含まれることを特徴とする請求項１に記
載の低電力駆動制御部。
【請求項３】
　前記強度リスケール部の出力値が低電力駆動制御部の最終出力に反映されるか否かが選
択される選択部をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の低電力駆動制御部。
【請求項４】
　前記選択部は、前記映像分析部により制御されることを特徴とする請求項３に記載の低
電力駆動制御部。
【請求項５】
　前記映像分析部は、入力映像データの輝度成分を抽出してヒストグラムを生成すること
を特徴とする請求項１に記載の低電力駆動制御部。
【請求項６】
　前記生成されたヒストグラム情報は、前記強度リスケール部及びスケーリング係数計算
部に提供されることを特徴とする請求項５に記載の低電力駆動制御部。
【請求項７】
　前記強度リスケール部は、前記ヒストグラムの分布形状により、これを基に映像全体の
強度をリスケールし、
　前記スケーリング係数計算部は、前記ヒストグラムの分布形状により、これを基にそれ
ぞれのスケーリング係数に影響を与えるパラメータ選択のソースとして用いることを特徴
とする請求項６に記載の低電力駆動制御部。
【請求項８】
　前記入力映像の特性は、入力される映像データに対応する画素の勾配の大きさ（Ｇｒａ
ｄｉｅｎｔ　Ｍａｇｎｉｔｕｄｅ）と、入力される映像データに対応する画素の空間的位
置（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ）と、入力される映像データに対応する画素のフ
レーム間の動きの大きさと、入力される映像データに対応する画素の強度レベル（Ｉｎｔ
ｅｎｓｉｔｙ　Ｌｅｖｅｌ）とを含むことを特徴とする請求項１に記載の低電力駆動制御
部。
【請求項９】
　前記スケーリング係数は、前記入力映像の特性のうち、画素の勾配の大きさにより得ら
れるローカル減衰係数（Ｌｏｃａｌ　Ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ）と、前記
特性のうち、画素の空間的位置により得られる区域減衰係数（Ｚｏｎａｌ　Ａｔｔｅｎｕ
ａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ）と、前記特性のうち、画素のフレーム間の動きの大きさによ
り得られる時間的減衰係数（Ｔｅｍｐｏｒａｌ　Ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ
）と、前記特性のうち、画素の強度レベルにより得られる発光係数（Ｌｕｍｉｎａｎｃｅ
　ｆａｃｔｏｒ）とを含むことを特徴とする請求項１に記載の低電力駆動制御部。
【請求項１０】
　前記入力映像の特性のうち、入力される映像データに対応する画素の勾配の大きさは、
前記映像データの高周波成分を抽出することにより得られることを特徴とする請求項８に
記載の低電力駆動制御部。
【請求項１１】
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　前記入力映像の特性のうち、入力される映像データに対応する画素の空間的位置は、前
記画素が配列されるディスプレイパネル上の画素の位置を表す座標値ｘとｙを因子として
抽出されることを特徴とする請求項８に記載の低電力駆動制御部。
【請求項１２】
　前記入力映像の特性のうち、入力される映像データに対応する画素のフレーム間の動き
の大きさは、連続する２つのフレームの画素値を比較し、動きの差により抽出されること
を特徴とする請求項８に記載の低電力駆動制御部。
【請求項１３】
　第１方向に配列され、選択信号を伝達する複数の走査線、当該走査線に絶縁されて交差
し、第２方向に配列され、データ信号を伝達する複数のデータ線、及び前記走査線及び前
記データ線にそれぞれ接続される複数の画素回路を備えるディスプレイパネルと、
　前記選択信号を順次生成し、前記複数の走査線に印加する走査駆動部と、
　前記データ信号を生成し、前記データ線に印加するデータ駆動部と、
　最初に入力される入力映像データに対して、前記入力映像に関連する特性を抽出し、当
該抽出された特性から得られるスケール比により、前記入力映像データを低減させるスケ
ーリング係数を求め、これを前記入力映像データに適用し、前記スケーリング係数が適用
された映像データを前記データ駆動部に送信する低電力駆動制御部と、
　を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記低電力駆動制御部は、
　最初に入力される映像データを分析する映像分析部と、
　前記入力映像データの分析に従って前記入力映像の特性を抽出し、当該抽出された特性
により、前記入力映像データを低減させるスケーリング係数を求めるスケーリング係数計
算部と、
　各画素に対応する映像データのレベルを全体的に下げる強度リスケール部と、
　を備えることを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記スケーリング係数計算部には、スケーリング係数計算時、スケール強度を決定する
パラメータ値が格納されたパラメータテーブルを含むことを特徴とする請求項１４に記載
の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記強度リスケール部の出力値が低電力駆動制御部の最終出力に反映されるか否かが選
択される選択部をさらに備えることを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１７】
　前記映像分析部は、入力映像データの輝度成分を抽出してヒストグラムを生成すること
を特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　前記生成されたヒストグラム情報は、前記強度リスケール部及びスケーリング係数計算
部に提供されることを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記強度リスケール部は、前記ヒストグラムの分布形状により、これを基に映像全体の
強度をリスケールし、
　前記スケーリング係数計算部は、前記ヒストグラムの分布形状により、これを基にそれ
ぞれのスケーリング係数に影響を与えるパラメータ選択のソースとして用いることを特徴
とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置に関し、特に、消費電力の低減のための低電力駆動制
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御部及びこれを備える有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量及び体積を減
らすことのできる各種の平面表示装置が開発されている。平面表示装置には、液晶表示装
置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマディスプレイパネル（Ｐｌａｓｍａ　
Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　
Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平面表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合によって光を発
生する有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　Ｄｉｏｄｅ）を用いて画像を表示する。
【０００４】
　このような有機電界発光表示装置は、高い色再現性や薄い厚さなどの様々な利点により
、応用分野において、携帯電話以外にも、ＰＤＡ、ＭＰ３、ＤＳＣなどに市場が大きく拡
大している。
【０００５】
　ただし、前記有機電界発光表示装置は、電流量の変化によって発光するため、明るい光
を発光するときは、電流消耗が多くなる。したがって、様々な表示の適用のためには、低
電力化が欠かせない。
【０００６】
　しかし、電流量の変化によって発光度の異なる有機電界発光表示装置の消費電力の節減
のため、単に映像の駆動電圧を一括して下げれば、映像の不要部分の明るさが減少し、そ
れにより、画質が劣化するという短所がある。
【特許文献１】米国特許第６，３３７，６７５号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明の目的は、入力映像に関連する特性を抽出し、当該抽出された特性から
得られるスケール比により、入力信号を低減させるスケーリング係数を求め、これを映像
に適用することにより、認知される画質劣化を最小限に抑えた低電力映像を再生成し、こ
れを表示させる低電力駆動制御部及びこれを備える有機電界発光表示装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の実施形態に係る低電力駆動制御部は、最初に入力
される映像データを分析する映像分析部と、前記入力映像データの分析に従って前記入力
映像の特性を抽出し、当該抽出された特性により、前記入力映像データを低減させるスケ
ーリング係数を求めるスケーリング係数計算部と、各画素に対応する映像データのレベル
を全体的に下げる強度リスケール部とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、第１方向に配列され、選択信
号を伝達する複数の走査線、当該走査線に絶縁されて交差し、第２方向に配列され、デー
タ信号を伝達する複数のデータ線、及び前記走査線及び前記データ線にそれぞれ接続され
る複数の画素回路を備えるディスプレイパネルと、前記選択信号を順次生成し、前記複数
の走査線に印加する走査駆動部と、前記データ信号を生成し、前記データ線に印加するデ
ータ駆動部と、最初に入力される入力映像データに対して、前記入力映像に関連する特性
を抽出し、当該抽出された特性から得られるスケール比により、前記入力映像データを低
減させるスケーリング係数を求め、これを前記入力映像データに適用し、前記スケーリン
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グ係数が適用された映像データを前記データ駆動部に送信する低電力駆動制御部とを備え
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によると、画質劣化が認識不可能な適応的入力信号の大きさを低減し、画質に大
きな影響を及ぼさない状態で、消費電力の節減を実現することにより、映像及び消費電力
の効率を極大化させることができるという長所がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付された図面を参照して、本発明の実施形態をさらに詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の構成を示すブロック図である
。
【００１３】
　同図を参照すると、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、ディスプレイパ
ネル１００と、走査駆動部２００と、データ駆動部３００と、低電力駆動制御部４００と
、制御部５００とを備える。
【００１４】
　前記ディスプレイパネル１００は、列方向に延びている複数のデータ線Ｄ１～Ｄｍ、行
方向に延びている複数の走査線Ｓ１～Ｓｎ、及び複数の画素を含む。前記データ線Ｄ１～
Ｄｍは、映像データを表すデータ信号を画素に伝達し、走査線Ｓ１～Ｓｎは、選択信号を
画素に伝達する。また、前記画素は、隣接する２つのデータ線Ｄ１～Ｄｍと、隣接する２
つの走査線Ｓ１～Ｓｎにより画定される画素領域に形成されるもので、スイッチングトラ
ンジスタ及び駆動トランジスタ、有機ＥＬ素子を備えて構成される。
【００１５】
　ここで、前記有機ＥＬ素子（図示せず）は、カソードが基準電圧Ｖｓｓに接続され、駆
動トランジスタを介して印加される電流に対応する光を発光する。このとき、前記有機Ｅ
Ｌ素子のカソードに接続される電源Ｖｓｓは、接地電圧などを用いることができる。
【００１６】
　走査駆動部２００は、制御部５００からスタート信号、クロック信号などを含む制御信
号を受信し、走査線Ｓ１～Ｓｎにそれぞれ選択信号を順次生成して印加する。
【００１７】
　データ駆動部３００は、制御部５００からスタート信号、クロック信号などの信号を受
信し、前記低電力駆動制御部４００から低電力の実現のためにスケーリング係数が適用さ
れた映像データを受け取り、前記データ線Ｄ１～Ｄｍに、前記映像データに対応するデー
タ電圧を印加する。
【００１８】
　このため、前記低電力駆動制御部４００は、最初に入力される入力映像データに対して
、前記入力映像に関連する特性を抽出し、当該抽出された特性から得られるスケール比に
より、前記入力映像データを低減させるスケーリング係数を求め、これを前記入力映像デ
ータに適用し、前記スケーリング係数が適用された映像データを前記データ駆動部３００
に送信する。
【００１９】
　したがって、前記低電力駆動制御部４００を介して、消費電力の低減のために、単に映
像の駆動電圧を一括して下げる場合に発生する問題、すなわち、映像の不要部分の明るさ
が減少し、それにより、画質が劣化するという短所を克服することができる。
【００２０】
　すなわち、本発明の実施形態では、前記低電力駆動制御部４００及び／または制御部５
００に最初に入力される入力映像データに対して、これをそのままデータ駆動部に送信す
ることなく、前記入力映像に関連する特性を抽出し、当該抽出された特性から得られるス
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ケール比により、入力信号を低減させるスケーリング係数を求め、これを映像に適用する
ことにより、認知される画質劣化を最小限に抑えた低電力映像を再生成し、これを表示さ
せることを特徴とする。
【００２１】
　図２は、図１に示す低電力駆動制御部の構成を示すブロック図であり、図３は、前記低
電力駆動制御部の動作を説明するフローチャートである。
【００２２】
　同図を参照すると、前記低電力駆動制御部４００は、最初に入力される映像データを分
析する映像分析部４１０と、前記入力映像データの分析に従って前記入力映像の特性を抽
出し、当該抽出された特性により、前記入力映像データを低減させるスケーリング係数を
求めるスケーリング係数計算部４２０と、各画素に対応する映像データのレベルを全体的
に下げる強度リスケール部４３０とを備えて構成される。
【００２３】
　また、前記スケーリング係数計算部４２０には、スケーリング係数計算時、スケール強
度を決定するパラメータ値が格納されたパラメータテーブル４２２が含まれる。
【００２４】
　さらに、前記強度リスケール部４３０の出力値が低電力駆動制御部の最終出力に反映さ
れるか否かが選択される選択部４４０を追加して構成し、前記選択部４４０は、前記映像
分析部４１０により制御される。
【００２５】
　以下、図２及び図３を参照して、前記低電力駆動制御部の構成及び動作について説明す
る。
【００２６】
　前記映像分析部４１０は、入力される映像データがどのタイプの映像なのかを判断する
もので、入力映像データの輝度成分を抽出してヒストグラムを生成する。
【００２７】
　前記生成されたヒストグラム情報は、前記強度リスケール部４３０及びスケーリング係
数計算部４２０に提供される。前記ヒストグラムの分布形状により、前記強度リスケール
部４３０は、これを基に映像全体の強度をリスケールし、前記スケーリング係数計算部４
２０は、これを基にそれぞれのスケーリング係数に影響を与えるパラメータ選択のソース
として用いる。
【００２８】
　下記の「数１」は、入力映像データから輝度を抽出する式である。
【００２９】
【数１】

【００３０】
　ここで、Ｙは、輝度を表し、入力映像データに対応する画素の各サブピクセルに印加さ
れるＲ、Ｇ、Ｂデータ値の最大値を前記画素のＹとして決定する。
【００３１】
　図４は、図２に示す映像分析部の動作を説明するための図である。
【００３２】
　同図を参照すると、輝度ヒストグラムの分布によって入力される映像データは、非常に
暗い映像、非常に明るい映像、一般映像、及びグラフィック映像に区分される。前記グラ
フィック映像は、図４に示すように、Ｂｉｎ（分布範囲）が離散した形で蓄積されるが、
これは、ゲームや地図、テキストなどの映像データで見ることができる。
【００３３】
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　この場合、前記グラフィック映像に対しては、上述した強度リスケール部４３０により
信号レベルを低減し、残りの３つのタイプ、すなわち、非常に暗い映像、非常に明るい映
像、一般映像に対しては、前記スケーリング係数計算部４２０によりそれぞれ異なるパラ
メータを適用させ、スケール強度を異にする。
【００３４】
　また、前記強度リスケール部４３０は、各画素のレベルを全体的にスケールダウンする
もので、このとき、映像のピーク輝度は低下する。このような強度リスケールを行う理由
は、前記グラフィック映像のような特定の映像に対しては、前記スケーリング係数計算部
による特性の抽出が容易でなく、その効果も好ましくないからである。
【００３５】
　次に、前記スケーリング係数計算部４２０は、まず、スケーリング係数計算時、スケー
ル強度を決定するパラメータを選択する。前記パラメータは、入力映像データから抽出さ
れる特性及び前記輝度ヒストグラムの分布によって分類されるもので、このとき、前記パ
ラメータの値が大きくなるほど、信号レベルのスケール値が大きくなる。
【００３６】
　下記の「表１」は、パラメータテーブル４２２の一例である。ただし、前記パラメータ
テーブル内の各パラメータ値は、テストにより任意に決定されるもので、パネル及び装置
によって異なる。
【００３７】
【表１】

【００３８】
　また、前記スケーリング係数計算部４２０は、入力される映像データからそれぞれの特
性を抽出し、当該抽出された特性を用いてそれぞれ異なるスケーリング係数を求める。
【００３９】
　本発明の実施形態の場合、前記入力された映像データの特性としては、入力される映像
データに対応する画素の勾配の大きさ（Ｇｒａｄｉｅｎｔ　Ｍａｇｎｉｔｕｄｅ）、すな
わち、明るさの差が急激に生じる程度と、入力される映像データに対応する画素の空間的
位置（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｌｏｃａｔｉｏｎ）と、入力される映像データに対応する画素の
フレーム間の動きの大きさと、入力される映像データに対応する画素の強度レベル（Ｉｎ
ｔｅｎｓｉｔｙ　Ｌｅｖｅｌ）を挙げることができる。このとき、前記画素の強度レベル
は、画素の発光強度レベルに対応する。
【００４０】
　ここで、前記それぞれの特性は、図３に示すように、それぞれのスケーリング係数に適
用される。
【００４１】
　すなわち、前記特性のうち、画素の勾配の大きさは、スケーリング係数のうち、ローカ
ル減衰係数（Ｌｏｃａｌ　Ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ）に適用され、前記画
素の空間的位置は、区域減衰係数（Ｚｏｎａｌ　Ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ
）に適用され、画素のフレーム間の動きの大きさは、時間的減衰係数（Ｔｅｍｐｏｒａｌ
　Ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ　ｆａｃｔｏｒ）に適用され、画素の強度レベルは、発光係数
（Ｌｕｍｉｎａｎｃｅ　ｆａｃｔｏｒ）に適用される。
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【００４２】
　図５ａないし図５ｄは、図３に示すそれぞれのスケーリング係数に対するスケール比と
各特性との相関関係を示すグラフである。
【００４３】
　まず、映像データの特性のうち、入力される映像データに対応する画素の勾配の大きさ
、すなわち、明るさの差が急激に生じる程度は、前記映像データの高周波成分を抽出する
ことにより得られる。
【００４４】
【数２】

【００４５】
　前記Ｉ（ｘ，ｙ）は、入力される映像データに対応する画素の強度であり、ＬＰＦ（ｘ

，ｙ）は、低域通過フィルタリングをした後のＩ（ｘ，ｙ）の値であって、前記「数２」
により、前記画素がどれほどの高周波成分を有するかを確認することができる。抽出され
た値は、［０－１］で正規化する。
【００４６】
　ここで、前記ローカル減衰係数は、高周波成分が多い場合、入力映像データレベルの低
減強度を高める。
【００４７】
　すなわち、図５ａに示すように、実際表示される映像において、エッジの多い領域（高
周波成分の多い領域）で信号レベルの低減強度が高くなる。
【００４８】
　下記の「数３」は、前記入力映像データに対応する画素にローカル減衰係数を乗算して
出力される画素の強度を計算する式である。
【００４９】
　このとき、Ｉ’（ｘ，ｙ）は、リスケールされた値であり、Ｌｏｃａｌ＿Ｐａｒａは、
「表１」に示すようなパラメータ値でスケールの強度を決定する定数であり、予め決定さ
れた値を用いる。
【００５０】
【数３】

【００５１】
　次に、映像データの特性のうち、入力される映像データに対応する画素の空間的位置は
、前記パネル上の画素の位置を表す座標値ｘとｙを因子として抽出される。すなわち、パ
ネルの左側上段が［ｘ，ｙ］＝［０，０］となり、右側下段が［ｘ，ｙ］＝［映像の幅，
映像の高さ］となる。
【００５２】
　ここで、前記区域減衰係数は、画素の位置がパネルの外郭部にいくほど、信号レベルの
低減強度を高める。
【００５３】
　すなわち、図５ｂに示すように、グラフのｙ軸がスケール（ｍａｘ＝１．０）となり、
各ｘとｚが映像の座標（ｘ，ｙ）でマッピングされる。下記の「数４」は、近似ガウス関
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た区域減衰係数を入力画素に乗算して出力画素を計算する式である。Ｉ’（ｘ，ｙ）は、
リスケールされた値を指す。また、Ｚｏｎａｌ＿Ｐａｒａは、「表１」に示すようなパラ
メータ値であって、近似ガウス関数で分布する強度、すなわち、信号レベルの低減強度を
調節する。
【００５４】
【数４】

【００５５】
　次に、映像データの特性のうち、入力される映像データに対応する画素のフレーム間の
動きの大きさは、連続する２つのフレームの画素値を比較し、動きの差により抽出される
。このとき、値が大きいのは、動きが大きいものと見なす。下記の「数５」は、５ｘ５の
サブウィンドウを用いて、ウィンドウ内にある画素の強度の変化量を計算したものである
。Ｉｎは、現在のフレームを、Ｉｎ－１は、以前のフレームを意味する。抽出された値Ｄ
ｉｆｆが０より小さい場合には、－１を乗算し、１より大きい場合には、切り捨てて１と
し、常に［０－１］に値を保持させる。
【００５６】
【数５】

【００５７】
　ここで、前記時間的減衰係数は、フレーム間の画素の変化量が多い場合、信号レベルの
低減強度を高める。
【００５８】
　図５ｃは、前記動きの差とスケール比との相関曲線を示すもので、実際、動映像で速や
かに動く画像の境界部分で信号レベルの低減強度が高くなる。
【００５９】
　下記の「数６」は、入力画素に時間的減衰係数を乗算して出力画素を計算する式を示す
。Ｉ’（ｘ，ｙ）は、リスケールされた値を指す。また、ｔｅｍｐｏｒａｌ＿Ｐａｒａは
、「表１」に示すようなパラメータ値でスケールの強度を決定する定数であり、予め決定
された値を用いる。
【００６０】
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【数６】

【００６１】
　最後に、映像データの特性のうち、入力される映像データに対応する画素の強度レベル
であって、ここで、発光係数は、前記画素の強度レベルが低い場合、信号レベルの低減強
度を高める。このとき、前記画素の強度レベルは、画素の発光強度レベルに対応する。
【００６２】
　図５ｄは、画素の強度レベルとスケール比との相関曲線を示すもので、実際、映像で明
るい領域の画素は、暗い領域の画素よりも圧縮される強度が低い。
【００６３】
　下記の「数７」は、発光係数を求める式であり、「数８」は、入力画素に前記発光係数
を乗算して出力画素を計算することを簡略化したものである。
【００６４】
　このとき、Ｉ’（ｘ，ｙ）は、リスケールされた値を指し、ｔｅｍｐｏｒａｌ＿Ｐａｒ
ａは、「表１」に示すようなパラメータ値でスケールの強度を決定する定数であり、予め
決定された値を用いる。
【００６５】
【数７】

【００６６】
【数８】

【００６７】
　このように、前記入力される映像データからそれぞれの特性が抽出され、当該抽出され
た特性を用いてそれぞれ異なるスケーリング係数を求めると、最終出力映像に適用される
最終スケーリング係数は、上述したそれぞれのスケーリング係数、すなわち、ローカル減
衰係数、区域減衰係数、時間的減衰係数、発光係数の乗算により算出される。
【００６８】
　結果的に、入力される映像データに対して前記最終スケーリング係数を適用することに
より、認知される画質劣化を最小限に抑えた低電力映像を再生成し、これを表示させるこ
とにより、画質劣化が認識不可能な適応的入力信号の大きさを低減し、画質に大きな影響
を及ぼさない状態で、消費電力の節減を実現することができる。
【００６９】
　以上の内容に基づき、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で様々な変更
及び修正が可能であることが分かるであろう。したがって、本発明の技術的範囲は、明細
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【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す低電力駆動制御部の構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示す低電力駆動制御部の動作を説明するフローチャートである。
【図４】図３に示す映像分析部の動作を説明するための図である。
【図５ａ】図３に示すそれぞれのスケーリング係数に対するスケール比と各特性との相関
関係を示すグラフである。
【図５ｂ】図３に示すそれぞれのスケーリング係数に対するスケール比と各特性との相関
関係を示すグラフである。
【図５ｃ】図３に示すそれぞれのスケーリング係数に対するスケール比と各特性との相関
関係を示すグラフである。
【図５ｄ】図３に示すそれぞれのスケーリング係数に対するスケール比と各特性との相関
関係を示すグラフである。
【符号の説明】
【００７１】
　１００；ディスプレイパネル
　２００；走査駆動部
　３００；データ駆動部
　４００；低電力駆動制御部
　４１０；映像分析部
　４２０；スケーリング係数計算部
　４２２；パラメータテーブル
　４３０；強度リスケール部
　４４０；選択部
　５００；制御部
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